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個人出現率を考慮したイベント時の写真撮影支援手法の提案

元村 愛美 ∗　　五十嵐 悠紀 ∗

概要. イベント時における写真撮影は，その様子を視覚情報として保存するための重要な作業である，し
かし，イベント全体を通して，撮影回数や写り方の質カメラに明確に顔が写っている回数に偏りがないよう
に撮影を行うことは困難である．本稿では，これらをの指標を「個人出現率」と定義して，これを考慮した
撮影を可能にする．写真撮影時における被写体の個人識別，写真への写り方や撮影回数に関する数値を記
録し，イベント中，個人出現率が相対的に劣る参加者を可視化する撮影システムを提案する．撮影者である
ユーザがWebカメラを用いて，参加者の撮影を続けると，その時点において個人出現率が低い参加者が可
視化される．本システムを使用することで，イベント時の写真撮影中，撮影者は，各参加者の個人出現率に
ついて深く意識せずに，特定の参加者に偏ることなく全員を満遍なく撮影できる．

1 はじめに
写真は，私たちの様々な思い出を視覚情報として

保存できるツールである．特に，子どもの成長を記
録する運動会，人生で特別な意味を持つ結婚式など
のイベントにおいては，その雰囲気や参加者の様子
を写真に残すことは極めて重要である．
しかし，このようなイベントにおいて，各参加者

の撮影回数や明確に顔が写っている写真の枚数に偏
りが生じないよう，全員を均等に撮影するためには，
撮影者は継続的に現在撮影状況を把握し，焦点を当
てるべき対象を即座に判断する必要がある．
実際に幼稚園や小学校の現場では，卒園・卒業ア

ルバムの写真選定の際に，担当委員の父母が，子ど
もごとに写っている写真の偏りができるだけ少ない
ようにアルバムに使用する写真を選定している．子
どもの写りの大きさに応じたポイントを与え，在園・
在校年数全体で集計したポイントに偏りがないよう
に写真選定をする PTAもあり，その苦労は計り知
れない．類似した写真や顔のクラスタリングにより、
ユーザが効率的に写真を整理できる写真アルバムシ
ステム [2]の提案や，自動顔抽出技術の普及などに
より,写真選定に対する負担は以前より軽くなりつ
つあるが，なお，撮影が終わったイベントに対して
出現回数が少ない子どもの写真を探す作業は大変で
ある．現場では残り少ない最後の学年のイベントに
て，写真の少ない児童に焦点を当てて撮影すること
で補っている．また，撮影者に対してリアルタイム
に的確なアドバイスを提示することで，ユーザが撮
影した写真の質を向上させた例もある．Maらは，機
械学習ベースのモデルを用いて，カメラ画面にリア
ルタイムで写真撮影の構図案を視覚提示し，ユーザ
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の撮影体験向上をさせるシステム [4]を提案した．
本稿では，イベント中に撮影した写真に対する各

人間の撮影回数や写り方の質に関する指標を「個人
出現率」として定義し，これを写真自体と共に保存
することで，継続的な撮影中，一定条件の下，その
データを視覚的に提示する撮影システムを提案する
（図 1）．リアルタイムで算出できることで，今現在
写真への出現率が少ない参加者を可視化することで，
ユーザは，個人出現率が相対的に劣る参加者を把握
し，優先的に撮影できる．

図 1. システムを用いて撮影を行う様子

2 提案システム
提案システムは，撮影者に対して，撮影の記録を

元にした現在の状況を可視化を目的とする．システ
ムの使用中，1）カメラ起動中の人間検知および識
別，2）写真撮影時に写り方の質を点数化し記録，の
2つのフェーズが繰り返し行われる．さらに，1）に
おいて，一定の条件を満たす場合に，記録情報を元
にユーザへのフィードバックが撮影者に視覚提示さ
れる．本システムは，Pythonを用いて制作した．ま
た，1）の人間検知には，YOLOのモデルの中でも
特に軽量で，デバイスを問わずリアルタイムでの計
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図 2. 提案システムの一連の流れ．（A）カメラ起動,（B）総撮影回数が 5回以上ならば一定条件の下バウンディングボッ
クスを描画,（C）シャッター操作,（D）各被写体の点数計算，（E）リストに撮影情報を記録，（F）リストを並び替え．
（F）の後再び（A）に戻り，システムが終了されるまで繰り返す．

算・記録・描画を実現するためにYOLOv5nモデル
[3]を使用し，検知した人間の識別には，多オブジェ
クト追跡アルゴリズム StrongSORT[1]を用いた．

2.1 カメラ起動中の人間検知および識別
カメラ起動中（図 2（A）），YOLOv5が画角内

の人間を検知すると，バウンディングボックスを抽
出する（図 2（B））．さらに検知した人間に対して，
StrongSORTによって個人識別が行われることで，
各人間に対して一意な IDが設定される．さらに，抽
出された各バウンディングボックスについて，面積
および人間の顔の鉛直方向に対する回転角度を求め
る．これらを元に，人間が検知されている間，検知
された各人間の ID・バウンディングボックスの面
積・顔の角度が毎フレーム求められる．

図 3. 高得点となる写り方と低得点となる写り方

2.2 被写体の写り方の質を点数化し記録
ユーザが任意のタイミングでシャッター操作を行

う（図 2（C））と，写真撮影として，その時点にお
けるカメラ画面の静止画を保存できる．現在は，プ
ロトタイプとして PCで実装しているため，シャッ
ターボタンにキーボード入力を割り当てている．

まず，撮影情報の記録を行うリストを作成する．
このリストには，個人識別が行われた各被写体につ
いて，撮影回数および写真への写り方の質に関する
合計獲得点数を記録する．このリストは，写真撮影が
行われるたびに，必要に応じて情報更新が行われる．
点数について，撮影が行われると，その時点にお

ける ID・バウンディングボックスの面積・顔の角度
の数値から，各被写体の写り方の質の点数を一定計
算の下で算出し（図 2（D）），記録を行う．
まず，バウンディングボックスの面積に対して線

形的に応じた基礎点数を求める．次に，顔の角度に
対して線形的に応じた値を求め，変数とする．この
変数は，顔の角度がカメラに対して正面に近いほど
より高い値となる（図 3）．最後に，基礎点数に変
数を掛け合わせた数値を獲得点数とする．
各被写体ごとに，撮影回数に 1を，合計獲得点数

に獲得点数を可算し，リストを保存する（図 2（E））．

2.3 ユーザへのフィードバック
システムの状態が一定の条件を満たすと，記録情

報に基づく視覚フィードバックがユーザに提示され
る．撮影回数の総数が 5回以上であり，ある程度撮
影の情報が蓄積された場合に，毎撮影後に撮影情報
を蓄積したリストを各被写体の撮影回数または獲得
点数合計のいずれかを基準に並び替え（図 2（F）），
撮影済みの写真への出現率が低い人間の IDを取得
する．リストを並び替える基準は，キーボード入力
によって切り替えることができる．
この状態で，カメラ起動中に対象 IDの人間，お

よび撮影情報を保存したリストに一致する IDが存
在せず，写真撮影を行ったことがないと判定できる
人間を検知した場合にのみ，バウンディングボック
スを描画する．これにより，ユーザはこれまでの撮
影経験や写真アルバムを確認することなく，優先的
に写真撮影を行うべき対象を認知することができる．
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